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■2012 年度ゴミ別回収量   

順位 ｺﾞﾐの種類 個数  順位 ｺﾞﾐの種類 個数 

1 ｶｷ養殖用ﾊﾟｲﾌﾟ 29,270 6 発砲ｽﾁﾛｰﾙ破片：（1 ㎠以上） 6,837

2 硬質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ破片 28,485 7 食品の包装・容器 3,728

3 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄや袋の破片 27,483 8 ふた・ｷｬｯﾌﾟ 3,593

4 ﾀﾊﾞｺの吸殻・ﾌｨﾙﾀｰ 12,437 9 花火 2,941

5 発砲ｽﾁﾛｰﾙ破片：（1 ㎠未満） 7,893 10 紙片 2,458
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＜アムウェイ・ネーチャーセンター＞ 
アムウェイ・ネーチャーセンターは、1989 年 10 月 20 日に自然保護活動への支援を通して継続的に社会に貢献し

ていく拠点として、日本アムウェイ合同会社内に設立されました。以来、自然保護活動を支援する「環境基金キャ

ンペーン」を活動の柱としながら、 環境保護への関心と理解を深めるきっかけとなる、 自然観察会など独自のプ

ログラムを展開しています。豊かな自然と調和のとれた社会を次の世代へも引き継いでいくこと。 そのために、ま

ず一人ひとりが自覚を持つことが大切だと考えています。 

＜アムウェイ・クリーンアップ＞ 
2002 年よりスタートしたアムウェイ・ネーチャーセンターの活動です。10 周年を迎えた昨年 2011 年より「地球の未

来まできれいにしよう」を新たなキャッチフレーズに、ただゴミを拾うだけでなく、各会場で拾ったゴミの種類や数を

分別・分析し、参加者がゴミの実態についての認識を深め、自分達の生活を省みることを目的としています。次世

代を担う子どもたちに環境の大切さを伝え、行政・教育団体・地元団体の協力のもと毎年着実に広がりを見せて

います。 
また、ゴミの調査結果は、日本のビーチクリーンアップ・コーディネーターの一般社団法人ＪＥＡＮクリーンアップ 

全国事務局を通じて、米国の環境ＮＧＯオーシャン・コンサーバンシーに提供することで、世界規模の調査に役立

っています。 
 

 

 

 

 

本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先 
日本アムウェイ合同会社 コミュニケーション部 

PR グループ 青木 
Tel：03－5428－7721 Fax：03－5428－7934 


